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１．委員の指摘及び提言概要 

全体としてよくマネージメントされており、目標を超える成果を上げている。国際的にリードで

きる先進的な成果が得られている。サブテーマ間の連携も十分に行われている。テーマ１の分析技

術は他のテーマに活用されていることなど複数のテーマ担当者の共著論文もあり、国際会議の開催

やYoutubeなどを活用した公開イベントの開催など得られた成果情報を提供することに配慮されて

いることなど、課題全体としてまとまりのある成果を挙げたものと判断する。PCB について取り組

まれた成果が今後 DBDE や SCCPs、将来の POPs 候補物質についての化学物質管理にも応用できる可

能性があり、極めて有意義な研究である。環境政策上重要なデータの収集、モデル構築等の知見が

得られたと評価できる。 

 

２．採点結果 
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